
ヨ

ー

ロ

ツ

バ

(中
世
丨
两
欧
，
商
欧
)

日
本
の
歴
史
学
界
—
あ
る
い
は
西
洋
史
学
界
—

に
お
け
る
中
沘
史
の
プ
レ 

ゼ
ン
ス
も
、
低
下
の
一
途
を
迪
っ
て
い
る
。
咋
年
は
、
戦
後三

度
！：：：

と
な
る 

〈|
碰
世
界
歴
史
〉

で
西
洋
中
此
を
扱
ぅ
二
卷
が
刊
行
さ
れ
た
。

『西
ア
ジ
ア 

と
ヨ

ー

ロ
ツ
バ
の
形
成
』

(〈同
8
〉)
と

『
ヨ

ー

ロ
ツ
バ
と
西
ア
ジ
ア
の
変 

容
』

(〈同
今
ご
で
あ
る
❶
小
澤
実
や
黒
⑴
祐
我
ら
に
ょ
る
冴
え
た
文
草
も
あ 

る
が
、
全
体
と
し
て
は
上
記
の
傾
向
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
関
係

 ̂

に
は
見
え
な
い
多
く
の
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
具
体
的
な
理
11:1
を 

記
す
こ
と
は
控
え
る
が
、
や
る
せ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
 

と
は
い
え
、
前

回

の

〈|
賴
世
界
歴
史
〉
も
当
初
は
不
評
で
あ
っ
た
と
記
憶 

し
て
い
る
。
こ
の
感
想
が
、
浅
学
萍
才
な
評
者
の
杞
媞
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も 

の
で
あ
る
。

「
節
目
」
に
は
良
い
意
味
も
あ
る
の
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
”ー

ン
ノ
’1

卜 

1

江
<
1
1
.
『中

I11:
史
と
は
何
か
』

(岩
波
沓
店
)
は
、
今
後
の
若
手
研
究 

者
の
ょ
き
羅
針
盤
と
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。
ま
た
屮
堅
を
屮
心
と
し
て
西
洋
中
|||： 

(史
)
の
魅
力
を
伝
え
る
複
数
の
書
籍
が
現
在
企
画
さ
れ
て
お
り
、
賴
も
し 

い
限
り
で
あ
る
。
最
後
に
、
「
西
洋
中
肚
学
会
若
手
セ
ミ
ナ
ー
頭
と
舌
で 

味
わ
ぅ
中
世
の
食
文
化
」
(実
行
委员

長
松
本
涼
)
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
細 

心
の
注
意
を
払
っ
て
開
催
さ
れ
、
研
究
者
に
限
定
さ
れ
な
い
幅
広
い
参
加
者 

を
集
め
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。 

(山
本
成
生
)

西

欧

.
南
欧

本
欄
で
は
、
二
〇
ニ
ニ
年
を
中
心
と
し
た
成
果
と
し
て
、
五
二
点
を
紹
介 

す
る
。
全
体
的
な
傾
，！
：や
そ
の
問
題
点
.
要

因

.
対
策
等
は
、
近

年

の

「
中

三
二
六
(
八
六0)

111-
」

の
諸
欄
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
と
ほ
ぼ
！
：じ
^
^
で
あ
る
た
め
制
愛 

す
る
。
順
序
は
対
象华

代
と
地
域
、
祝
角
な
ど
を
大
ま
か
な
枠
糾
み
と
す
る
。
 

通

史

等

西

洋

中

世

の

各

地

域

.
分
野
に
閲
し
て
、
優
れ
た
概
説
併
が
あ
い 

つ
い
で
叫
行
さ
れ
た
❶

フ
ロ
セ
ル
-
サ

バ

テ

著

-阿
部
俊
人
監
訳
一
--̂
ア
ラ
ゴ 

ン
速
合
王
国
の脓

史
』

(明
.心
押
^
)
、
イ

タ

リ

ア

史
研
究
会
編
『イ
タ
リ
ア 

セ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

(附
和觉

)、
立
石
№
A *
.
黑
E

祐

我

「図

説

ス
ぺ 

イ
ン
の
歷
史

^―
つ
河
出
喪
段
新
社
べ
恥
池
雄
太
編
著

―̂
闐

説

中

世

ヨ

ー
 

ロ
ッ
バ
の
商
人
』

(同
)
な
ど
で
あ
る
。
そ
こ
に
適
切
な
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が 

な
さ
れ
た
神
崎
忠
昭
「新

版

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
'III:
」

(廋
大
川
版
会
)
と
、
 

学
際
的
な
ア
ブ
ロ
ー
チ
を
採
る
赤
江
雄
一
.
岩

波

效

チ

編

矜

『中
忡
ヨ
ー 

ロ

ッ

パ

の

「
伝
統
」
』

(度
人
.
TI龉̂

文
化
研
究
所
)
も
加
え
て
お
こ
ぅ
。

初

期

中

世

佐

藤

釤

一

『
フ

ラ

ン

ク

史

0
』

(名
大
川
版
会
)
が
順
調
に
叫 

行
さ
れ
た
。
本许

は
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
に
特
化
し
た
初
の
邦
語
の
概
説进
 

で
あ
る
が
、
史
料
と
^
新
の
研
究励

，：！
：

の
手
触
り
を
感
じ
な
が
ら
読
む
こ
と 

が
で
き
る
。
^ ：
各
が
強
調

す

る

「
坩
^ ：
に
ょ
る
優
れ
た
概
説
^
」
を
書
く
必 

要
性
を
、
中
喂
以
上
に
共
通
す
る
課
題
と
し
て
受
け
土
め
た
い
。
加
納
修

^

5ぞ
、
，

0
5：̂

1
0は
、
ヵ
ー
ル
大
帝
の
伝
記
作
家
と
し
て
有
名
な
ア
イ
ン 

ハ
ル
ト
の
押
節
と
修
逍
院
提
と
し
て
彼
が
発
給
し
た
証
迸
を
取
り
上
げ
、

一
 

人
称
の
#
数

形

.
複
数
形
の
使
い
分
け
を
論
じ
る
。
修
辞
的
な惯

習
に
因
る 

要
索
を愤

爪
に
取
り
除
く
と
、
ア
イ
ン
ハ
ル
ト
個
人
の
身
分
観
な
ど
が
透
け 

て
見
え
る
と
い
ぅ
❹
菊
地
蜇
仁
フ
恩
ホ
ど
の
剥脒

し
二
政
治
的
結
合
体
匕
は
、
 

各
稀
文
逬
に
み
ら
れ
る
威
嚇
条
頊
や
そ
の
対
象
^
を
精
#
し
、闽

王
朝
に
ま 

た
が
る
フ
ラ
ン
ク王

！
：

の
統
治
機
構
に
お
け
る
「
恩
^
」

の
内实

や
役
割
に



述
」

(『人
文
研
紀
要
』
〈中
央
大
〉

一
〇
こ
は
、
隘
修
士
の
共
同
体
に
|||
来
し
、
 

サ
ヴ
イ
ニ
ー
会
、
シ
ト
ー
会
へ
と
帰
厲
を
変
更
し
た
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
の
修
道
院 

で
書
か
れ
た
歴
史
書
を
実
直
に
読
み
解
く
。
そ
れ
は
修
道
院
の
内
部
で
の
利 

用
を
想
定
し
、
過
去
を
再
構
成
し
つ
つ
、
共
同
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
の 

強
化
や
紐
織
.
財
産
の
正
当
化
を
：

II：

的
と
し
た
も
の
で
あ
つ
た
と
い
う
。
こ 

こ
ま
で
は
他
の
事
例
で
も
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は隐

修
士
時
代 

の
理
想
化
や
歴
代
修
道
院
長
の
湓
性
.
カ
リ
ス
マ
性
の
強
調
は
な
さ
れ
て
お 

ら
ず
、
実
用
主
義
的
な
独
自
の
傾
^
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
同

「
一
二
.
一
 

三
世
紀
の
シ
ト
ー
会
の
例
話
集
に
見
る
逃
亡
者
.
離
脱
者
」
(
「歴
史
の
中
の 

個
と
共
同
体
』
)
は
、
内
部
の
修
道
士
等
に
向
け
て
書
か
れ
た
エ
ク
セ
ン
ブ
ラ 

(例
話
集
)
か
ら
、
構
成
員
の
実
態
や
修
道
会
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
な
ど
を
拙
出 

し
、
「
一
二
世
紀
宗
教
革
命
」

(
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
)
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
し
て 

い
る
。

史
料
論
。
林贤

治

「
一
二
世
紀
の
修
道
院
に
お
け
る
：

一
:

性
の
共
存
と
宵
物 

管
理
の
様
相
」
(
『歴
史
学
研
究
」

一
〇
二
九
)
は
、
こ
こ
で
も
紹
介
し
て
お
き 

た
い
。
林
は
、
男
子
の
律
修
参
事
会
員
と
修
道
女
が
同
居
し
て
い
た
ギ
ル 

バ
ー
ト
会
の
綱
要
か
ら
、
女
性
に
よ
る
拼
物
へ
の
関
与
の
実
態
を
照
し
山
そ 

う

と

す

る
。
彼
女

ら

は
男

性

よ

る

管

理

.
支
配
を
受
け
つ
つ
も
、
「
101
転
 

窓
」
を
通
じ
て
書
物
の
貸
し
借
り
を
お
こ
な
つ
て
お
り
、见

性
叩
の
^
物
を 

製
作
す
る
こ
と
も
あ
つ
た
と
い
う
。
個
人
的
に
興
味
深
か
つ
た
の
は
、
修
道 

女
た
ち
に
は
書
物
に
関
す
る
厳
し
い
規
制
が
課
さ
れ
て
い
た
一
方
で
、
聖
務 

日
課
書
に
は
あ
る
程
度
の
自
由
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
う 

し
た
聖
務
日
課
書
が
現
存
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
上
記
の
綱
要
等
で
は
わ
か 

ら
な
い
情
報
を
伝
え
る
物
的
証
拠
に
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。阀

崎

敦

「
西
洋

ヨ

ー

ロ

ツ

バ

(中
世
—
西

欧

.
南
欧
)

屮
111:
に

お

い

て

「愛
の
^
:
簡
染
」
は
何
で
あ
つ
た
か
」

〖「狀
史
的肿

界
」
〉
は
、
 

「
ア
ベ
ラ
ー
ル
と
エ
ロ
イ
ー
ズ
の
往
復讲

簡
」
に
閲
す
る
岡
崎
の
旧
稿
(二 

〇
〇
四
〉
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
た
も
の
だ
が
、
西
洋
中
世
史
に
お
け
る
方 

法
論
や
認
識
論
に
閲
す
る
示
唆
に
も
富
む
。

フ
ル
ニ
エ
“
藤

本

太

美

子

「
力 

ン
の
サ
ン
"
テ

チ

エ

ン

ヌ

修

逍

院

「
カ
ン
プ
の
#

(カ
ル
バ
ド
ス
県
文
卉骱
 

ば
/
ぢ
^
/
ど
」
に
つ
い
て
」

(：̂

は
ゝ
ー
ニ
价
紀
の
ノ
ル
マ
ン
デ
イ
で
製
作 

さ
れ
た
珍
し
い
「
巻
物沏

カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
」
を
扱
つ
た
も
の
。
テ
ク
ス
ト 

の
内
咨
や
筆
写
状
況
、
支
持
体
の
状
態
、
想
定
さ
れ
る
口
語
に
ょ
る
利
川
法 

な
ど
、
多
角
的
で
商
度
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

後
期
中
世
〔

I

四
丨

|

五
世
紀
)
扼
原
洋

 

一
/
^
/
^;
; ̂
I
 

！

穿
6 

0
6
ら

は

、
ド
ミ
ニ
コ
会
と
そ
の
大
学
へ
の
閲
な
を
扱
つ
た
傅
士
論
文
に 

迤
づ
く
も
の
。
そ
の
内
稃
の
一
部
は
、
：1
：
「
中
|0：

ド
ミ
ニ
コ
会
統
治
に
お
け 

る
総
会
と
総
畏
」

(
『政
治
的
結
八
：：体
』
)
で
も
説
め
る
。
中

1II:
大
学
史
の
他
に 

代
え
難
い
成
采
。
花

房

秀

一

「
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
海
」
と
モ
ン
ト
ル
イ
ユ 

我
判
染
会
」
〈『エ

ク
フ
ラ
シ
ス
』
一
二
)
は
、

一
叫
1||：

紀
初
頭
に
北
フ
ラ
ン
ス 

で
お
こ
な
わ
れ
た惯

晋
法
に
基
づ
く
故
判
を
取
り
上
げ
、
百
年
戦
争
以
前
の 

英
仏
問
の
海
ヒ
紛
争
の
灾
態
や
王
権
に
ょ
る
領
海
支
妃
の
試
み
を
ス
マ
ー
ト 

に
説
明
す
る
。
加

藤

玄

「
「王
」
と

し

て

「公
」
領
を
統
治
す
る
」

(「政
治
的 

結
介
体
亡
は
ゝ
百
^-
戦
争
前
夜
の
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
地
方
に
お
い
て
ゝ
つ
パ
リ 

の
^
等
法
院
」
で
は
な
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
“
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
に
対
し
て
な 

さ
れ
た
上
訴
や
^
願
を
検
証
す
る
。
訳
文
も
添
え
ら
れ
た
史
料
の
丁
寧
な
叙 

述

，
検
討
に
ょ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
に
ょ
る
支
妃
の冇

効
度
や
被
統
治 

者
の
戦
略
な
ど
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
興
味
を
引
く
。
，1
：并
伸
哉 

「
一
叫
忡
紀
後
半
術
仏
べ
ジ
エ
地
方
に
お
け
る
以
治
休
問
の
協
力
閲
係
」

三

二

九

(

八

六

：
'
)



ョ

ー

ロ

ッ

バ

(中
世
丨
西
欧
.
南
欧
)

ま

た

「
カ
ン
ケ
ラ
リ
ウ
ス
」
等
の
職
名
は
、
単
に
職
掌
や
糾
織
に
お
け
る
立 

場
か
ら
自
動
的
に
付
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
政
治
的
駆
け
引
き
の 

痕
跡
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
山

田

雅

彦

「
中
1！1

初
期
コ
ル
ビ
ー
修
逍
院 

(北
フ
ラ
ン
ス
)
の
貨
幣
」

〈『史
窓
』
〈京
都
女
大
〉
七
六
、
二
〇

一
九
)、
同

「
一
 

一
—

ー
ニ
世
紀
北
フ
ラ
ン
ス
の货

幣
と
地
域
秩
序
し
二
狀
史
的
佌
界
匕
は
、
 

メ
ロ
ヴ
イ
ン
グ
朝
期
に
由
来
す
る
名
門
修
道
院
で
製
造
さ
れ
た货

幣
を
概
観 

す
る
。
鈴

木

道

也

「
力
ぺ
一
朝
期
フ
ラ
ン
ス王

！
：

の
国
王
都
問
」
(同
)
は
、
 

証
書
集
成
等
の
国
王
文
書
か
ら
フ
イ
リ
ッ
プ
ニ
世
以
降
の
王
権
に
ょ
る难

問 

調
査
の
実
態
—
方
式
や
意
図
.
対
象
事
頊
や
空
問
的
な
広
が
り
.
統
治
理
念 

や
役
人
の
属
性
等
—
を
考
察
す
る
。

教

皇

.
教
皇
庁
研
究
は
、
例
年
通
り
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
阿
部
俊
大 

「
「
太
レ
コ
ン
キ
ス
タ
」
期
に
お
け
る
教
皇
庁
の
ム
デ
ハ
ル
へ
の
対
応
」

(『政 

治
的
結
合
体
』
)
は
、
邦
語
で
の
情
報
が
意
外
に
乏
し
い
こ
の
残
留
イ
ス
ラ
ー 

ム
教
徒
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
叙
述
す
る
。
教蛊

勅 

書
な
ど
の
史
料
か
ら
垣
問
見
え
る
の
は
、
柔
軟
で
現
実
的
な
姿
勢
と
さ
れ
る
。
 

つ
ま
り
、
商
業
的
役
割
や
労
働
力
と
し
て
、
あ
る
い
は
改
宗
の
潜
在
的
可
能 

性
か
ら
、
ム
デ
ハ
ル
に
は
あ
る
程
度
の
寛
容
な
措
.^
が
採
ら
れ
た
が
、
教
皇 

庁
に
直
属
す
る
マ
リ
ョ
ル
カ
島
で
は
強
圧
的
な
態
度
が
示
さ
れ
た
と
い
ぅ
。 

こ
れ
と
合
わ
せ
て
読
み
た
い
の
が
、
櫻

井艰

人

「
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
4 

世
の
十
字
軍
政
策
」
(『
ョ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
史
研
究
』
二
三
)
。
そ
こ
で
は
教
皇
文 

書

(勅
害
.
迸
簡
)
の
体
系
的
分
析
に
よ
り
、
非
聖
地
十
字
眾
を
含
め
た
総 

合
的
な
戦
略
と
そ
こ
に
お
け
る
教
皇
個
人
の
発
意
の
あ
り
よ
う
が
探
ら
れ
て 

い
る
。

藤

崎

衛

「
教
皇
使
節
論
」
(「政
治
的
結
合
体
」
)
は
、

ー
ー
^̂II:
紀
T -
ば
か
ら

三
二
八
(
八六
二
)

一
三
世
紀
を
射
裎
と
し
て
、
「
教
皇
の
代观

人
」
た
る
教蛊

使
節
に
間
す
る 

要
を
得
た
概
説
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
彼

ら

は

「
教
皇
の
肢
体
」
と
い
う
レ 

ト
リ
ッ
ク
や
特
在
の
ィ
ン
シ
グ
ニ
ア
ー
象
徴
物
一
に
よ
っ
て
教
皇
と
：一
:
一
祝 

さ
れ
た
が
、
「
代现

」
と
し
て
の
可
能
範
州
は
政
治
的
状
況
.
任
務
内
容
に 

よ
っ
て
伸
縮
し
、
そ
こ
に
は
教
帛
個
人
に
よ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
が
介
在
し
た 

と
い
う
。
飛

鳥

馬

一

峰

「
一
三
II1:
紀
Î.1
半
の
教蛊

儀
礼
か
ら
見
た
教
皇
と
都 

市
ロ
ー
マ
」
(『歴
史
の
中
の
倘
と
几
叫
体
』
)
は
、
式
次
第
密
と
伝
記
を
照
合
さ 

せ
つ
つ
、
教
益
の
即
位
儀
礼
か
ら
ロ
ー
マ
的贤
尜

を
拙
川
す
る
。
特
に
茁
要 

な
の
は
、
城啮

に
よ
り
空
問
的
に
外
部
と
隔
て
ら
れ
る
「
都

II/
ロ

ー

マ

(ゥ 

ル
ブ
ス
)」

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
執
政
^

で
あ
る
セ
ナ
ト
^

―

レ
の
^
礼
プ
ロ 

グ
ラ
ム
へ
の
組
み
込
み
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
纓

田

宗

紀

「
中
壯
教
皇
庁
の 

財
務
符
理
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
」
(
『政
治
的
結
合
体
」
)
は
、
邦
語
で
は
珍
し
い
教 

皇
庁
の
財
政
政
策
を
扱
っ
た
も
の
。
教
皇
が
北
方
教
会
に
求
め
た
聖
地
支
援 

金

の

徴

収

.
運

搬

.
川
途
な
ど
の
突
態
が
、
可
能
な
限
り
具
体
的
に
追
跡
さ 

れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
^
え
て
く
る
の
は
、
ト
ス
カ
—̂

^
商
人
が
も
つ
商
業 

網
を
超
え
た
教
会
独
自
の
回
路
で
あ
っ
た
と
い
う
。

修

迨

会

.
修
逍
院
研
究
も
手
厚
い
。
大贯

俊

夫

「
盛
期
中
世
に
お
け
る
修 

道
会
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
(同
)
に
よ
る
と
、
盛
期
中
世
以
降
の
大
規
模
な
修
道 

会

の

成

立

に

は

規

範

(成
律
)、
意

思

決

定

機

閲

(総
会
)
、
監

視

.
監
督
制 

度

(巡
察
)
の
三
要
素
が
必
耍
と
さ
れ
る
。

こ
の
論
文
で
は
巡
察
制
度
を
中 

心
に
シ
ト
ー
と
ク
リ
ユ
ニ
ー
と
い
う
二
つ
の
修
道
会
が
比
較
.
検
討
さ
れ
て 

い
る
が
、电

な
る
制
度
史
の
叙
述
に
終
わ
ら
ず
ア
ー
カ
ィ
ブ
や
11
承
伝
統
の 

間
題
も
要
領
よ
く
押
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
議
論
に
広
が
り
が
あ
る
。
北
舘
佳 

史

「
ー
ニ
11|：
紀
末
の
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
，
レ

，
ブ
ラ
ン
シ
ユ
修
逍
院
の
妝
史
叙



堀

越

宏

一

「
「
…

の
よ
う
に
見
え
る
」

こ
と
を
歴
史
の
研
究
に
活
か
す
」 

(『史
学
雑
誌
」

一
三
一
—

こ
を
挙
げ
る
。
「
構
築
主
義
」
や

「
表
象
文
化
論
」

が
猖
獗
を
極
め
た
時
代
を
知
る
者
に
は
感
慨
深
い
文
章
。

や
や
ペ
シ
ミ
ス 

テ
イ
ッ
ク
な
論
調
だ
が
、
前
述
の
岡
崎
も
述
べ
る
よ
う
に
、
歴
史
学
に资

す 

る
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
実
証
主
義
的
に
研
究
を
お
こ
な
う
現
在
の
若
手
に
も
、
 

き
ち
ん
と
浸
透
し
て
い
る
と
願
い
た
い
。 

(
111
本

成

生

)

中

東

欧

.
北
欧

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会
が
当
た
り
前
と
な
る
中
、
前华

に 

続
き
広
範
な
主
題
を
網
羅
的
に
扱
う
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
た
一
方
、
蒂
稂
さ 

れ
た
業
績
を
見
直
し
、
リ
テ
ラ
シ
ー
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
史
学 

史
と
ど
う
向
き
合
う
か
が
問
わ
れ
る
年
で
も
あ
つ
た
。

中
世
初
期
は
、
佐

藤

彰

一

『
フ

ラ

ン

ク

史

0
』
が
ク
ロ
ー
ヴ
イ
ス
か
ら 

メ
ロ
ヴ
イ
ン
グ
朝
断
絶
ま
で
、
邦
語
文
献
が
ほ
ぼ
な
い
時
期
を
扱
う
。
相
続 

人
の
死
去
が
所
領
回
収
に
つ
な
が
る
分
割
相
続
制
度
を
不
安
定
な
政
情
の
一 

因
と
す
る
が
、
王
朝
の
存
続
期
間
を
考
え
る
と
特
異
さ
が
際
立
つ
。一

:
「
中 

世
ョ
ー

ロ
ッ
バ
の
展
開
と
文
化
活
動
」
(沿1

世
界
歴
史
8
〉
)
は
、
貴
族
に 

よ
る
合
意
形
成
と
教
会
に
よ
る
行
政
組
織
の
補
完
を
書
字
文
化
と
関
速
づ
け 

る
。
王
権
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
論
の
援
州
が
見
ら
れ
た
。
 

岡

地

稔

「
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
巡
行
王
権
」
(『
ア
ル
ヶ
イ
ア
」

一
七
)
は
、
力 

ロ
リ
ン
グ
朝
〜
ザ
ー
リ
ア
朝
の
王
の
巡
行
路
を
検
討
し
て
従
来
の
研
究
が
巡 

行
目
的
と
し
て
き
た
徴
税
を
退
け
、
パ
フ
オ
ー

マ
ン
ス
論
か
ら
王
の
臨
在
に 

よ
る
政
治
的
権
威
の
誇
示
を
巡
行
に
見
出
す
。
菊

地

重

仁

「
「
恩
恵
」

の
剥

ヨ

ー

ロ

ツ

バ

(中
世
—
中

東

欧

.
北
欧
)

#
」

(「政
治
的
結
合
体
』
)
は
、

メ
ロ
ヴ
イ
ン
グ
朝
〜
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
王
が 

命
令
に
実
効
性
を
与
え
る
べ
く
「
恩
患
」
剥
#
で
威
嚇
し
た
証
迸
に
着
目
す 

る
。
王
は
証
#
内
.谷
の
伝
達
に
使
^

「
ミ
ッ

シ

.
ド
ミ
ニ
キ
」
を
介
往
さ
せ 

て
多
く
の货

族
を
卷
き
込
み

宽ゝ

大
さ
で
権
威
を
示
そ
う
と
し
た
❶
そ
の
継 

承
を
証
拽
発
給
か
ら
検
討
し
た
の
が
、
柴

|||
隆

功

「
「
カ
ロ
リ
ン
グ
の
逍 

産
」
と
そ
の
伝
承
経
路
」

(同
)
で
あ
る
。
発
給
状
況
と
証
人
リ
ス
ト
、
宮 

廷
の
状
況
を
比
較
検
討
し
、
前
王
朝
か
ら
継
承
し
た
人
材
の
支
援
で
王
が
統 

治
行
為
に
熟
達
し
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
つ
た
と
す
る
。

三

佐

川

苑

宏

「
ク
レ
モ
ナ
の
リ
ウ
ト
ブ
ラ
ン
ト
「報
很
の许

』
\
ヴ
ァ
イ 

セ
ン
ブ
ル
ク
の
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
「
レ
ー
ギ
ノ
年
代
記
続
編
」
」
(『束
海
火
学 

紀
袈
』
文
学
部
一
ー
ニ
)
、
同

「
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
に
お
け
る帝

！
：

観
念
と
民
族
意 

識
」(

<
1

㈣

111:
界脓

史
8
〉)
は

「
ド
イ
ツ
」

の
形
成
過
程
を
論
じ
る
。
後
者 

は
ザ
ク
セ
ン
朝
皇
帝
の
「
ロ
ー
マ带

一
:」

後
継
の
自
認
と
、
イ
タ
リ
ア
遠
征 

先
で
の
敵
対
閲
係
の
庇
物
に
「
ド
イ
ツ
」

の
^
場
を
読
み
取
る
が
、
皇
妃
ら 

神
聖
ロ
ー
マ
帝一

!

に
内
在
し
た
ビ
ザ
ン
ツ
は
ど
う
影
郛
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

货

族
妨
に
つ
い
て
は
櫻
井
利
夫
「
ヴ
イ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
^
初
期
の 

城
塞
シ
ャ
イ
ア
ン
の
城
楽
支
配
権
」
(
「金
沢
法
学
』
六
五
—

一
)
が
、
シ
ャ
テ 

ル
ニ
ー
概
念
を
援
用
し
て
ヴ
イ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
が
シ
ャ
イ
ア
ン
城
塞
を 

獲
得
し
た
経
緯
と
周
辺
の
支
配
状
況
を
検
討
し
、
他
の货

族
家
門
に
先
駆
け 

て
城
寒
支
配
権
を
確
立
し
た
と
す
る
。
獲
^

の
契
機
と
し
て
女
系
を
通
じ
た 

譲
渡
に
決
定
的
意
味
を
持
た
せ
る
に
は
、
所
領
の
位
^
閲
係
を
示
す
閃
な
ど 

が
あ
る
と
わ
か
り
や
す
く
な
つ
た
だ
ろ
う
。

長

澤

咲

耶

「
カ
ロ
リ
ン
グ
期
の
説
教
」

(「ク
リ
オ
」
三
五
.
三
六
)
は
、

ラ 

バ

ヌ

ス

，
マ

ウ

ル

ス

の

説

教

集

『
ハ
イ
ス
ト
ウ
ル
フ
献
里
説
教
集
』

『
口

三
三
一
(
八
六
‘

0



ヨ

ー

ロ

ッ

バ

(中
世
—
西

欧

.
南
欧
)

(同
)
は
、
元
と
な
る
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
紹
介
が
二
〇
二
〇
年
度
に
な
さ
れ 

て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

足

立

孝

「
一
四
世
紀
前
半
バ
レ
ン
シ
ア
“
ア
ラ
ゴ
ン
王
国
境
界
に
お
け
る 

村
落
共
同
体
と
流
通
回
路
①
②
」

(『史
学
研
究
」
三
一
〇

〈二
〇
ニ
ー
)、
三

一 

二

は

、
バ
レ
ン
シ
ア
王
国
と
ア
ラ
ゴ
ン
王
国
の
社
会
経
済
的
な
相
71
浸
透 

関
係
を
重
視
す
る
近
牢
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
異
な
る
王
国
に诚

し
な
が 

ら
も
密
接
な
閲
係
を
も
つ
二
つ
の
村
落共

：！
：

体
を
取
り
上
げ
、
例
外
的
に
一 

四
世
紀
初
頭
ょ
り
伝
来
す
る
公
証
人
文
書
か
ら
経
済
.
流
通
の
構
造
や
変
化 

を
追
ぅ
。
現
地
の
研
究
者
も
看
過
し
て
き
た
手
稿
史
料
の
緻
密
な
読
解
に
港 

づ
く
大
作
。
ま

た

同

「
補
助
税
と
領
主
援
助
金
の
は
ざ
ま
で
」
(「西
洋
史
学 

報
」
四
九
)
は
、
戦费

等
の
た
め
に
バ
ロ
ニ
ア
(货

族
領
)
に
臨
時
税
や
援
助 

金
が
課
さ
れ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
世带

記
録
の
分
析
。
灾
際
の
徴
収
は
、
王 

権

.
議

会

.
領
主
の
関
係
性
や
当
時
の
租
税
制
度
.
金
融惯

涔
に
基
づ
き
鉛 

綜
し
て
い
る
が
、
著
者
は
カ
ネ
と
ヒ
ト
の
流
れ
に
直
に
迫
ろ
ぅ
と
す
る
。

徳

橋

曜

「
中
世
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
考
」

(
「歴
史 

的
世
界
』
)
は
、
友

人

関

係

(ア
ミ
チ
ツ
ィ
ア
)
の
研
究
史
、
定

義

.
機
能
、
具 

体
的
事
例
を
手
際
良
く
紹
介
す
る
。
他

長

洋

子

「
屈
留
地
統
治
シ
ス
テ
ム
の 

発
見
」
(『政
治
的
結
合
体
』
)
は
、
「
国
家
の
不
在
」
と
称
さ
れ
王
権
.
諸
侯
は 

お
ろ
か
、
他
の
都
市
国
家
と
も
異
な
る
胱
史
的
様
相
を
も
つ
ジ
エ
ノ
ヴ
ァ
の 

統
治
構
造
を
、
中

世

後

期
の
ロ
マ
ニ
ア
の
厝
留
地
か
ら
の
迸
簡
(
の
転
写 

簿
)
か
ら
照
射
し
よ
う
と
す
る
意
欲
的
な
試
み
。
宛
名
の
分
析
か
ら
ジ
エ
ノ 

ヴ
ア
本
国
と
現
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
組
織
や
統
治
の
方
針
な
ど
が
示
さ
れ
、
 

複
数
の
居
留
地
に
共
通
す
る
構
造
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
大
塚
将
太
郎 

「
一
四
世
紀
前
半
に
お
け
る
教蛊

葬
儀
の
式
次
第
の
発
展
」
(『史
覜
』

一
八

三
三
〇
〔
盆

)

七
)
は
、
死
後
作
成
さ
れ
た
財鹿

！：！：

録
や
訴
訟
記
鉍
か
ら
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス 

五
世
の
葬
伋

㈠
稗
を
確
定
し
、
「
ノ
ヴ
エ
ナ
」
と
呼
ば
れ
る
九
日
問
の
葬
儀 

儀
礼
の
成
立
状
況
を
検
討
す
る
。
教
皇
の
葬
儀
依
礼
は
、
む
し
ろ
柩
機
卿
の 

似
？
：

か
ら
影
郛
を
受
け
て
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、
興
味
深
い
指
摘 

が
な
さ
れ
て
い
る
。

近

江

吉

明

「
「封
述
制
の
危
機
」
下
に
お
け
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
の
諸 

要2
1
」

(
『社
会
科
学尔

報
」
五
六
)
は
、

い

わ

ゆ

る

「
封
逮
制
の
危
機
」
を
め 

ぐ
る
中
忡
後
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
状
況
を
、
占
典
的
な
先
行
研
究
か
ら
厂
哳
に 

振
り
返
る
。
「
戦
後
歴
汜
学
」
(と
そ
こ
に
お
け
る
西
洋
中
世
史
の
微
妙
な
立
ち
位 

收
)
に
疎
い
若
手
に
は
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。
加

藤

玄

『ジ

ャ

ン

ヌ

.
ダ
ル 

ク
と
百
年
戦
争
』

(山
川
川
版
社
)
は
、
研
究
動
，！
：
へ
の
適
切
な
：

2

配
り
を
し 

つ
つ
、
「
1-1
時

代

と

後

代

の
人
々
に
よ
り
ィ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
ジ

ヤ
ン
ヌ
」
を 

煦
と
し
た
姿
勢
で
描
く
。
中

掘晔

匀

「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ユ
宵
廷
史
閲
速
史
料
に 

つ
い
て
」

(「付
崎
^
地
域
史
研
究
』
一一
一
四
)
は
、
「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ユ
国
家
」

の
概 

要
や
そ
の
研
究
動
，！
：、
文
^
行
政
の
あ
り
方
や
現
^
す
る
手
稿
史
料
の
利
用 

法
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
す
る
。

い

わ

ゆ

る

「
研
究
入
門
」
も
の
よ
り 

も
や
や
詳
し
い
ほ
ど
よ
い
レ
べ
ル
で
、
大
学
|%
修
士
課
程
の
学
先
な
ど
に
説 

ま
せ
た
い
。
河拟

温

「
中
近

|||：
ョ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
に兑

る
《
慈
芮
》
と

《
救 

贫

》
」
(
「三
II:I

学
会
雑
,^
』

ー
ー
7L
丄
一
)
は
、
屮
III:
末
期
の
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
と 

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
諸
都
巾
に
お
け
る
救贫

少
栾
を
比
較
検
討
す
る
❹
咋
今 

で
は
看
過
さ
れ
が
ち
な
時
代
区
分
論
に
閲
し
て
、觅

要
な
指
摘
も
な
さ
れ
て 

い
る
。
「
中

1||；
と
は
何
か
」
は
、
対
象
と
す
る
時
代
，
地

域

，
分财

、
あ
る 

い

は

世

代

を

間

わ

ず

、

す

べ

て

の

两
详

中
|1|：
111
研

究

者

の

課

題

で

あ

る

。

敁

後
に
、
两
徉
中
此
史
研
究
そ
の
も
の
を
述
怏
す
る
エ
ッ
セ
ィ
と
し
て
、


